









































の天文観を知る最も基礎的かつ重要な資料である。本稿では、離題部分をすべて抽出した 天文暦法関係以外の離題は、大きく分けて、『天経或問』の数値を麻田剛立の観測結果で訂正するもの、五行説を否定するもの、本文を校勘するものがある。五行説 否定以外の二者の妥当性につい は基礎作業として検討が待 れる
その他、本稿では、各書に散らばった零細な資料を紹介したい。具体的
には、天文・暦法・時法に関わる数篇 論文・賦・和歌と、『履軒数開』や『左伝離題』『書経離題』『論語離題』『詩経離題』『史記離題天文・暦法・時法関係 記述である。そ 中、特筆すべきは、 幽人先生反古録』に収められている「七胞論」「十二支論」「方位排」の三篇の論文である。履軒の学問は、書物 読み、それに書き入れをする が基本的な方法である。その結果 『離題』『逢原』と題す 尼大な注釈書を遺した。
その過程で横溢した(『離題』に収まりきらない)思想をまとめて
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いくつかの論文を書いている。上記三篇の論文もそのような論文である。(『天経或間離題』から横溢したものが「七胞論」として結実していることは『天経或間離題』の記述から確認できる。)履軒の思想 エッセンスとして、これら論文 価値は高 。上述の拙稿「中井履軒の宇宙観ーその天文関係図を読む」は、「七胞論」によ ところが大きい。この三篇の中、「方位排」は『周易逢原』にも見える(ただし、字句の違いがある)が、管見の及ぶ限り、他二篇は他書には見えず、特に貴重 あ 筆者は『幽人先生反古録』を実見して初めてその存在を確認した。懐徳堂文庫は、『懐徳堂文庫図書目録』(大阪大学文学部、一九七六)刊
つぐまろ
























が、同図は、筆跡は並河寒泉(あ いは中井蕉園?)のものだと思われる。内容は 『天経或問』の図をそのまま写したもの(題名、大きさ共に一致する)がほとんどで 他に「八卦図解」や、明治以降の地球地図だと思われる「天体小図」もある(『懐徳堂|浪華の学問所』大阪大学出版会、一九九四、五三頁に写真あり)。おそらく 寒泉らが便覧として使用していたものであろう。少なくとも、履軒の考えを探 資料と 言えない。
なお、暦法については、「華膏国暦書」と『華宵国新暦』とが基本資料
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1a離題「天無原無委。故無始無終。問之非是、答者亦整空。可 也 。 」







































































































「 黄 赤 道 」



































「 太 陽 」
本文「(日)故居天之中、適得上下照映。」叩
a離題「諸天之位元自然、何得有意、且以日天為天之中、無以異嵩高天



































































「 日 食 」
本文「則東人矧八刻見食。設若地平形 則天下人見食、共在一時、無有先後也。若南北経緯之度、距過三十四分者 則従辺行、人不見其掩、則無食突 。 」Hb
離題「『先』当作『後』。」
「見日出、東人先而西人後。仰食、則反之。以月体在西及日而掩之也。其実共在一時、而昏暁不同也。」「『南北経緯』句不可解、恐有誤字。量調時刻先後之問、各道斜絡之由緯度距半度以上、則後見者、不能見食乎。然則『経緯』二字術文 或削『経』字之字而存一『緯』字 亦可 」ub

























「 朔 望 弦 晦 」
本文「日照其下側半面:・為上弦。・:日照其上側半面、為下弦。」四
a離題「不論朔望弦晦、日光射月、毎照其半面、曽無上下側之別。文日
従地下倒射、則月弓上曲弦毎在上辺。所謂上下弦者、据望前後別上下而己非指弓弦之象。人在地面而上望月、毎時下側之光、未嘗賭上側之光。静子論上側下側、以停会於上弦下弦、並以理推之耳。要由謬解弦之 下、遂陥於 強 謹 也 。 」
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本文「其日月星辰之象、陰陽寒暑 侯、亦有時而不斉、亦不能以一定而求之 。 」回
b
離題「『有時而不斉』亦必有一定之理失、但人之知未至鷲耳。誓月行




漫之貌、与蕩々浩々向。謂凶暴無道満天下之意 旧解『流市不反之意』失当。:・ 是也 猶言如比也。言四方泊々皆無道、知今所避逃国也。」
お
b
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「 宗 動 天 」
本文「宗動一天、牽製諸天、本 行 也 。 」必
biu a
離題「宗動之天雄不可観市於理必須有者、非若常静之荒唐也。
然歴家以為一日恰一周、無少差、是在算法不可止者。算法可也、以論実際不可也。予謂宗動之迅速、蓋一日而再周或三周。不然決不能率右行諸天而戻転也。夫奔馬者、必カ勝於馬数倍而能駕。若宗動之運与恒星左旋之行、相距無幾、量能戻転其右転本行而使之左哉。故臼宗動迅速一日再三周也。且所謂一日一周者、人在地上而言也。恒星天既在太陽之上至遠、畳知地上以太陽之行為昼夜哉。況宗動又在恒星之上遠甚 安能知地上有昼夜市恰好与之会駕哉。歴家皆従地上起測、故往々誤於実際。文按恒星七曜之右行、其力量行度素均、但以其近遠於宗動而有遅速耳 若不被宗動之戻転 則右行均一夫。警月一日市 周、則日亦一周 五星恒星亦皆一日而周天失。一被宗動之戻転則随近遠而遅速駕。 則 左旋力量宣可以小而見乎哉 」(訳)宗動天は見えないが、理屈からして必ずあるべきもので、常静天のようにでたらめではない。だが 暦法家が一日ちょうど一周で 誤差がないと言 のは、計算上やむを得ない。計算上は可能だが それで現実を論じるこ はできない。私が思うに、宗動天の速いことは 日二周あるいは三周であろう。そうでなければ、きっと右に動いて る諸天を率いて逆転
一日一周而諾天更在其中、各安本所、各行其
させることはできない。そもそも馬を走らせる者は、必ずカが馬の数倍であって可能になる。宗動天の運行と恒星左旋の運行と その距離はほとんどないのに、どうしてその本来の右回転の動きを逆転させて左に動かすことができようか。だから、宗動天の速さは一日二三周だ 言うのだ。かっ一日一周というのは、人が地上に て言うのだ。恒星天は太陽の上はるか上にあり、 うし 、地上で太陽の運行でもって昼夜をなしていることを知ろうか。まして、宗動天はその恒星天 上にありさらに遠く、どうして地上に昼夜があってちょ どそれ(太陽の運行)と合致する 知るだろうか。暦法家は皆地上から観測するために、往々にして現実と阻簡を生むのだ。.
Ua








「 諸 天 運 行 」
本文「惟有不動、所以常動、所以不尽動而万物成宣、皆由於此不尽動之生遂 也 。 」却
a

















































子 是 生 駕 。 」
4a
「 度 属 不 同 」
本文「術家各持一説、固未有以剖其是非也。則刊剥此以為秒、彼以為角、4b離題「元無是非、安得訂之。」「『則子是』三字不可暁。疑舛誤。」
6b「辞気」






























不可。位、人事以建寅為便耳。即人事有便建卯建辰、亦皆無不可。後儒疾秦政之不仁、併罵其建亥為惇天道、亦巳甚 所謂憎僧而及袈裟者然。建亥不便於人事、則不是知此市巳。何惇天之有(訳)暦法が子を暦元とするのはもとより正しい。そもそも正期(暦:どこを正月・期とするか)は が定めるもので、 丑寅のどれでもよい。亥でもだめなことはない。ただ、寅にす のが人の生活に便利なだけだ。もし人の生活に便利ならば、卯や辰でもだ なことはない。後儒は秦の悪政を憎み、併せてその建亥も天道に惇ると非難しているのはやりすぎだ。所調「僧を憎まば袈裟まで憎い」である。建亥が人の生活に不便であれば、そうしないだけだ。どうして天に惇 ことがあろうか。













































































































































































































































本文「深則有水泉瞳鎧之壊。」M M b離題「深何得『 』。」
則 47 本
























































( 口 b )金水二星順逆ノ大概如何
金水ノ東行毎日一度ニシテ日行ト度ヲ同ス。コレ即チ本行ナク其本行ノ
外ニ又東西スルノ行有テ日ヲ距ルコト漸ク遠レパ、畏昏或ハコレヲ東西ニ見ル。其ノ ノ行ハ盈縮スルモノノ本道ノ外ニ自ラ上下スルノ行アルガ知シ。何ノ理ト云コトヲシラズ。モシ其東西スルノ行無 常ニ日下ニ在テ日ト同度ナルベシ。或ハ日 東ニ先チ、或ハ日ノ西ニ後ルルモノハ、其東西ノ行アルニ依テナリ 今其西行ニ当 行漸ク疾ク、本行ノ東行ト相較テ恰好レパ天度ニ於テハ留テ動カザルガ知シ 西行最モ疾ク ト相較テ





































































C 天 11 11 11 11 






















































火胞以日胞為軸、木胞以火胞為軸、土胞以木胞為軸。 殻之右転也、殻下気激、而倒送土胞、以左之。木 火胞 通相激市左旋、以及子日胞、是為五緯左旋之行也。然其大勢、則随 殻而右転 一日略一周 今人丸粉薬右手按指稀重、則丸不成失。若指軽、而薬遊於内。蓋其理固有然者 是天行右転左旋之説也。
金水二胞、在日胞之中、而環抱日輪。金胞以水胞為軸、而水胞又以日輪




自ら虚中に懸かるを得ず。物之を胞と言い 日星此こに附すは、猶お胎の胞に在るがごときなり 胞は水の知く気の知く、卵の青に似 家の脂に似、形有れども質無く、玲瀧として猶お破璃 如 亦た空虚に非ず。
恒星天は、天殻なり。独り胞無く、此れ動きを掌る。別に宗動天を立て
もち
るを須いざるなり。天殻は是れ衆星の密布堆積にて 猶お天漢のごときり。殻に凹有り凸有 、恒星天漢は 皆な其の凸慮なり 故に人目唯だ能
みみはる






土胞は木胞を以て軸と為す。天殻の右転するや、殻下の気激 、土胞に倒送され、以て之を左にす。木胞火 逓い 相い激りて左旋し 以て日胞に及ぶ、是れ五緯左旋の行たるなり。然れども其の大勢 則ち天殻に随いて右転す。一日略ぽ一周なり。今人粉薬を丸め 右手 て指を按ず
ややも




















波 璃 : ・










てなくてもよい。天殻は衆星が密集し積み重なった場所で、ちょうど天の川のようなものだ。そ 飛び出た所と引 込んだ所があり 恒星・天の川はすべてその飛び出た所である。だから、人の目で ただその飛び出た恒星・天の川だけが見え、引っ込んだ多くの星は見え いのだ。 れが益々遠くにあるためだ。
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天殻の内側に土胞(土星の胞)があり、土胞の内側に木 (木星の胞)
があり、木胞の内側に火胞(火星 抱)が り、火胞の内側に日胞(太陽の胞)がある。火胞は日胞を軸とし、木胞は火胞を軸とし、土胞 木胞を
軸とする。天殻が右に回転すると殻の下の気が法って、土胞に送られて、左に動か 。木胞火胞と次々に溶って左回転し、日胞に至る。これが玉惑星左旋の運行である。だ 、その大勢は天 に従って右回転す 、一日ほぽ一周である。今、人が粉薬を丸め、右手で指にやや強くカを入れると丸められない。軽くすると薬は内で動く。思うにもともとそういう道理があるのだろう。これが天 右転左旋の説である。
金水の二胞は、日胞の中にあって、太陽を包み込んでいる。金胞は水胞
を軸とし、水胞はまた太陽を軸としている。金水の胞が太陽を包むのは、周り 囲んで太陽を譲り、 まん丸のまま壊れないよ するためである。土木火の胞が日 を包むのもまた日胞を護り、日胞 火気が流れ出ないようにするためである。五惑星はみな太陽の真ん中を中心に回っている。月胞は日胞の中で偏った場所にあり(月が日胞 中で片端にあるというのは、実は地球が天殻の中心にあるので、太陽が地球 片端にあるということにすぎないて地球 包み込んで、地球を軸にしている だから、地球の真ん中を中心に回っている は ただ月胞と天殻だけである。月胞は地球の周りを取り囲み地球を謹 役目をしており、そうして 熱気を防ぎ、内側を熱くないよう してい 。(だ )太陽 熱気 なお突き通り、地球を照射し、寒暑を し いる。ま 太陽 陽気 猛烈さ わろう。太陽は陽のエッセンスであり、その は陽気 あり まさに燃え火のよ である。五惑星と月 は、み 陰のエッセンス そ 方は陰気であり、氷のように寒い。およそ宇宙の聞 事はただ陰と陽との相互関係だけに る
賛に言う。華膏国には星によって寒暑の程度を知る方法がある。思うに、
土木火の三惑星が昼間に集ま (出現する)と 夜間地上 冷え込み、夏なら涼しく、冬なら寒さが厳しくなる。三惑星が夜 集まれば 逆であ
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位、命以子丑寅卯等、按其昏中島中之星、以定四時之孟季也 『春秋伝』、' E 1 4 1 1 1 1 1 1 1 ι F E E E E l i l i - - ' ' B E E E E E B B E B E E - - l l
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「辰在申」、及「降婁中市日一」等、皆是。子丑寅卯之為月号、実以此也。杜元凱毎執斗柄之術、故文理不通也。配干支以紀目、且肇於股周、而干支無復他用耳。若夫画十二物紀方位、及以定時刻、是西夷之法。西漢之季、始入子華夏。
故王葬之改制、多循夷法。於是乎定方位以十二支、分昼夜為十二時百二十刻、皆前代所無。但物者形也、支者文也。蓋 其数同也、故代十二物、以十二支耳。文与形合、於是乎有子之神鼠、丑之神牛 説 。然未嘗読子為鼠、読丑為牛、知今人也。
今時津儀表圭之類、其地平規、皆環以十二支、問之以八卦之半、十干之
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【 訳 }向虞から三代に至るまで、方位はただ東西南北だけであった。四方があ
れば、そこに四つの隅があるので、八方にな 。『詩経』『書経』『春秋左氏伝』『礼記』が述べているのは、八方の範囲を越えていない。どうして他物を借りて記号を作っているだろうか。たとえ八卦の名を借りても、東西南北の名前をなくすことができなければ、そもそも 意味があるのか。借りなくても十分にわかる。その上、八卦を方位に配するのは異端の学であり、聖人の制度では い。
そもそも十干で日を記し十二支で月を記すのは、古の制度である。昔、
歴法は、おそらく周天を 二位に分けて子丑寅卯などと名付け、暮れに南中する星と明け方に南中する星と よって四時 初めと終わりとを定めたのだろう。『春秋左氏伝』の「辰申に在り」や「降婁が南中して明け方
になった」などが皆それである。子丑寅卯を月の呼び名とするのは、実はこういう理由による。杜預(*『春秋左氏伝』の注者)はいつも斗柄 術を持ち出すので、文脈 通じなくな のだ。干支 配して日を記 のは、段周に始まり、干支は他のことに使われなくなっただけだ(そういう使われ方に決まってしまっただけだ)。
十二の動物で方位を記し、時刻を定めるのは、西洋のやり方である。前
漢の末に、初めて中国 入 。 から王葬の改制は、多く西洋の方法に従った。そこで方位を定めるのに十二支を用い、昼夜を分けて十二時百二十刻とするのは すべ 前代 はなかったものだ ただし物は形であり、支は文様であ 。思うにその数が同じ ので、十二支でもって十二動物の代用をしているだけだ。文様と形が合 、そこ 子の神が鼠、丑の神が牛だという説ができる。だが 今のように、子を鼠と読んだり、丑を牛と読むことはかつてなか 。
今の海儀表圭(天文計測機器)の類、地平規は、すべて十二支 輪に並
べ、それに八卦の半分(*乾坤巽艮)を足して、十干の中 八(*甲乙丙丁庚申壬突)を使っている(*以上、『宝暦測量図』写真「象応格」参照)。これは、減裂の卦干でもって、西洋の方法 助けるだけで 陶虞三代の東西南北をなみするもの 。その上煩墳な こと甚だしい。八卦を当てはめることはもっとも理屈に合わない。そもそも方位は八方で足りる だ。どうしてこんな煩演にする必要があるのか。「天度は広いのだ。 から方位の数が少ないと、天文(を推測する)術が実施でき い 。 から煩瑛を厭わなくてよ 」という人もいる。それに対 は「そうも言えるがそうでもない」と答えよう。そもそ 十二支 四卦と八干とで、数 二十四にある。そ 聞にまた度分を設けざるを得ない もし度分を設ければ、八方でど して不足があろうか。 し少なすぎ と う であれば、
十六細に分けるなり、さらに三十二粉に分けるなりして、好きに命名すればよいのだ。もしさらに分けてさらに命名し、ずっと繰り返せば、どうして少ないと患う必要があろうか。十二支を用いる必要もないし 八卦の半分を借りる必要もない。
十干の中、八つを取るのは、無理矢理に西洋の方法の欠点を埋めるもの
である。今、暦宮たちは踏襲して定法として、誰もあえて改めようと ない。ああ、このような愚かで人を惑わせる数を永く留め、後世の人に前代にはまともな人がいなかった と嘆かせるのか。制作するのは ただ聖人だけが貴い。
斗柄の術もまた西洋の法である。これと十二支の動物とはつながりがある。「月
令篇」などの書物には見えないのがその証拠だ。ここでは述べない。











































而干支無他用也。若画十二物紀方位、是西夷之法。及以十二物定時刻、西漠之季、王葬之前、始入子華夏。故王葬之改制、多循夷法。於是乎 方位以十二支、分昼夜為十二時百二十刻、皆前代所無 但物者形也 支者文也。蓋以其数同也 故代十二物、以十 支耳。文与形合、於是乎有子之神鼠、丑之神牛之説也。然未嘗読子為鼠、読丑為牛如今人也
今時揮儀之類、其地平規、皆題以十二支、又問之以八卦 半、十干之八、




観天地第ごと題する賦である 題名の「会虞」は「虞に遭う」 意であろう。履軒七十歳頃の作だと思われる。天に飛朔し高みから地上を眺めるという設定は、『荘子』や『楚辞』に多見される伝統的パターンである。ただ、履軒の場合 単なる空想ではなく、彼の宇宙観を表現している点に特徴がある。
履軒は、顕微鏡を見ることを切望し、それを果たす。そして、小さい物
















吾鏡裏。愛求陰輪今至細 厘若人間分 金与水。宣道里 益濯今 乃致乎此 与 。
遂欲観乎坤輿令。周求而弗獲。心情侃以猪疑今、意惨傷而潜群。於是、捧鏡市黙祷今、弗瞬半日。既而神定意恰 努乎努乎 観中有物。
警如水底之泡今、升未達乎水面、濠濠駕惟一気之混沌令 中央棲一微塵四分凸今、周園弾丸。仙童指之而誌乎我日「斯塵為坤輿 女其諦観駕。凹者為河今為海今、凸者為山巌今為湿原。万囲碁布今、誰為之彊坂 国既塵中之塵今、人乃生乎其問、其為塵不亦甚乎。」
朕聞之、情然自個分、粛然市慎、舎鏡扶手分、欲更有問。依鷺嵩然令長





































れ以て言うを容さんや。什陪を相 千万を相るも、鷲んぞ巳らん 夫の無数の小星の若きは 侍畳し衆散し、光彩相射、歯列し毛陳 。警えば河畔






































ュ!と鳴り、心臓がどきどきする。 れまで死生の境(人間 一生、時間)も知らないのに、どうして朝晩の境(宇宙の巡り、時間)が ろうヒュ!と行き、サツと止まる。









んだガラスのようだ。星辰 環状に並び、きちんと整列し、燦然と を放っている。ああ、天の川が連なっているのには さらにその広さに驚く。昔はそれが砂や泡 に密集して分布し いるのを見た 、今はなん太陽か月のように照り映えている。まして列宿(二十八宿)の尼大なことは、言葉では表現できない。十百を観、千万を観 もどうして観終わることがあろう。あ 無数の小星については 重なり合い集散し 光彩を放ち歯あるいは毛が生える ぎっしり存在する。ちょうど河畔の砂醸 ように、みなまだ人に名づけられていないものな であろ 。
ここで機器を回し軸を転じて、星天を通過して遥かに窺うと、光が埠々
として肱しく、気がきらめき燃えるようであった。火天(太陽周辺)の燃えさかる炎だろうか、めらめらとし 旋回して る。太陽を望むとそれほど|前述のものほど!大きくない(大 さは比類ない?ておそらく万億の距離のためであろう。内と外とがほどよく適い(?)、輝きは黄金やいまつのようだ。望遠鏡を衝いて目を射、目が み真っ暗になっ 、凝視できない。
火天を通過してさらに窺うと、真白で明るいことは、星天と違いはない。






神が落ち着き気分も晴れ、ぼんやりと中に物があるのが見えた。ちょうど水底の泡が上昇してまだ水面に達しないように、濠々としてただ一気が混沌としていた。中央に一つの小さな塵があり、でこぼこがあり、周りは丸くて弾丸のようだ。仙童はそれを指さして私に告げて言った。「この塵が大地です。 っかりご覧ください。くぼんだ所が川であり海であり、出っ張った所が山であり湿原です。万国は碁石を敷きつめたように分布し、誰がその国境を作るのでしょうか。国がすでに塵の中の塵であれば その中に生まれた人は、さらによりいっそうちっぽけだと言うべきでは ませんか」と。
私はこれを聞いて、しょんぼりとして自分を憐れみ、かしこみ畏れ、望
遠鏡を置いて扶手の礼をし 質問しようと た。急に大音声で暁鐘が耳に響き、残燈は明々と燃え いた。枕の上 夢から醒めると 私はんとちゃんと寝床 おり、ひっそりとして何も見えな っ 。
句dp同υ
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じくなん。ただ朔望のすすみしりぞきて、潮 ちひ さ めがたきな
円少】{皆)【宜}








































{解説】『有間星』は題名通り、世の中がこうなってほしいという履軒の願望を述べたものである。この部分は実現不可能な妄想というべきものも含まれているが、履軒の傾向(理想)をよく表す文章だと言えるだろう。『履軒数間』*時法関係資料。懐徳堂文庫には、履軒手稿本以外に、毘山抄本がある。手稿本には昆山本が写された後の見せ消ちゃ書き入れ、貼り紙があり、履軒が研究を進めていた様子 伺うことが き( 詑
a )
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『 唐 書 』








































































































可 例 推 。 」巻二十三(昭公十七年)本文「夏数得天。」mb離題「合註、斗柄所指、分為四時、夏以建寅為正、則斗柄東指為春、南指為夏、是謂天四時之正也。是節可以見夫天地人正之説非古市為謬。社乃亦牽強 変伝文釈為人 、何哉。」「夏数得天言夏正得天道春生夏長秋収冬蔵之時也。」(*朱書)参考『離題略』巻五(昭公十七年)げ
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龍角、尾即龍尾。「釈天」云大辰房心 也。是房心与尾共為大辰、故言辰尾 龍 尾 也 。 」n a
離題「角元旦房心尾六宿古謂是大辰、又謂之龍。角即 角、尾即龍尾。
皆外箕宿而言也。若夫干支之辰神為龍者、起於西洋夷法、而漢以後入華夏也。与此文相似者偶然耳。勿牽合作解 」『書経離題』
「 尭 典 」
巻 一本文「日中星鳥、以段仲春:・」4a
離題「日中星鳥、烏之春分之中星也。乃挙南方七宿充之、不亦太迂乎。
夫定中星所以審時候、乃如此之泥々中星何用哉。況下文星虚星昂自指一宿星火亦指心一宿則此不言七宿可知突。蓋鳥者一宿之名 宿名与今時不同也。疑今之張宿、古調之烏也。不然翼宿耳。要之其為一宿之名明突。若夫南方朱烏東方蒼竜北方玄武西方自虎 皆後人所命、嘉之時未有是 也 先儒不之察徒以星鳥適与朱鳥相合、遂作比解也己、乃若其説、仲春未可以股也。按『尚書大伝』日『主春者張昏 可以種穀』。其夏秋冬称火虚昂。与経文向。『大伝』雄難据、亦足備 証。又度分推之、当時春分昏中之度、中張翼二宿之間而較近張、且張宿有烏張麹之象。翼雄得名有似、而幽暗難見、又無烏象 然則張之為鳥、無可疑者。」
本文(注)「股、中也。春分陽之中也。」4a
離題「段、均平之義、非中也。日夜均之時、故段之、使無偏差。「再
貢」「九江孔股」、可参考。」本文(注)「以鶏火為春分昏之中星也」「弱火亦猶朱鳥、不可以為中星。」本文(注)「星鳥南方朱鳥七宿」「妄之尤甚者、又与経配四時之方位不合。先儒循用不疑何也。」参考『書経離題略』巻一「星烏」離題略「烏是一宿之名。夫定中 、所以審時候、乃挙南方七宿、不亦太詑乎。則何用中星為。況下 星虚星昂自指一宿、可相証。星火亦指心星一宿。若『春秋伝』称「火中」「火見」是也。並不指七宿而言也。蓋古之宿名与今時不同也。窃疑今之張宿即古之鳥宿突。按『尚書大伝』臼「主春者張昏中、可以種穀 其夏秋冬称火虚昂。与経文問 大伝雄難信、亦足備一証。又度分推之、当時春分昏中之度、当張翼二 之 而較近張、且張宿有烏張姐之象。翼宿雄名相似、而坐(幽?)闇難見、又無鳥象 然則 之為 決失。若夫朱鳥蒼竜玄武白虎、皆後人所命、発 時未有是名也。先儒不之察、徒以星鳥適与 相合也、遂作謬解也巳。乃若其説、仲春未可以段駕。巻一「段仲春」離題略「段、均平之義、非中 。蓋日夜均之時、故股 、使無偏差也。「再貢」「九江孔 」、可参考。」
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巻一「正仲夏」離題略「正、匡正之也。註正陽位、非也。凡陰陽、易翼伝春秋伝為始、諸経 未 嘗 言 。 」*中之島写本この後に「語気」あり。『論語離題』
『論語離題略』
『論語逢原』
衛霊公篇「子日、行夏之時」集注「夏時、調以訓倒捌割建寅之月為樹割削。天開於子、出闘於丑、人生於寅、故斗柄建此三辰之月、皆可以為歳首。而三代迭用之、夏以寅為人正、商以丑為地正、周以子為天正也。然時以作事 則歳月自当以人為紀。故孔子嘗日『吾得夏時駕』 市説者以為謂『夏小正』之属。蓋取其時之正与其令之善、而 此又以告顔子也。」『離題』(復刻叢書一三八頁)「三正天地人之説、皆後儒之附会。集註不当采入。」「『左氏』称『夏数得天』。可見三正配天地人之説、古所亡。」「夏正之善、亡論巳。偲今後世以建卯為歳首、其与建丑、何択君。及秦皇之建亥、皆雄不調善、亦未可深託。儒者執天地人之 、皆話罵秦皇 建亥、未 為 通 論 。 」「孔子嘗云『吾得夏時』、是主令之善也。比『行夏之時』、只取乎四時之順正。若令之善、則未説及也。是不当混説、然『戴記』不可信、亦不足深辞。「那京山云、『三正是後人之附会。王者易姓受命、務自為制、以新天下之耳目耳。而時令之未 有不暇計。国非取義於天地也 自夫子表夏時之善、漢唐以後乃皆行 、遂為万世不易之法。不然、其不為卯辰而酉成者、
幾希。此垂訓之功、所以大也。』」『離題略』(復刻叢書二五六頁)「那京山田、『三正是後人之附会。王者易姓受命、務自為制、以新天下之耳目耳。而時令之未善、有不暇計。国非取義於天地也。自夫子表夏時之為善、漢唐以後乃皆行之、遂為万世不易之法。不然、其不為卯辰而酉戊者、幾希。比垂訓之功、所以大也。』」「按『左氏』称『夏数得天 。可見三正配天地人之説、古所亡。」「孔子嘗云『吾得夏時』、是主令之善也。此『行夏之時』、専取四時之順正。与令之善、無干渉。是不当混説、然『戴記』 可信 亦不足深耕。」「夏正之善、亡論己。偲今後世以建卯為歳首乎、其与建丑、何択駕。及秦皇之建亥、皆雄不敢謂 亦未可深話。儒者皆執天地人 説、皆話罵秦皇之建亥、未為通論。飴己見子為政篇。」
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「 : ・ 準 也 」 「 ・ : 説





(入紙表)離題「古者醜日食以其天変也、由弗知交食之数失。雄古人之敬天也、既知其数、畳畏駕哉。不忌月之盈酷者、以其数明市常々慣見也。故雄月蝕為異、亦不甚醜之、以月毎腐而蝕与之同類也、不是於陰陽有偏主失。故『春秋』不書月蝕。是詩亦以月食為其常、其意可以見失。凡推歩之法経惰唐朱而益密。然未獲月蝕之理、猶 闇虚為説。後来西人地影之説出、而後其理与数始彰々突。唐宋且然。況三代之上何怪於不知日月食之数駕。伝日、『雄聖人亦有所不知』、調此 類也。後儒親言聖人非不知 、偲此為勧戒而不顕言其数、神道設教之事也。知是聖人典常之数 亦秦政思民之術耳。為其説者徒知崇聖人以 無所不知、務牽合付会以回護之、市 自知侮天誼聖之甚也。宋徽宗之詔云『此定数 足為災異 古人 為畏者 皆暁暦之故。』斯語允当。有出於大賢鴻儒之口、則人必無異議、 幸出於間愚亡国之主、故人不特不従駕。文排撃話罵之以為亡国 兆 而斯語永 士君子之禁語、可笑。要之 以人廃言 斯可謂通論突。」【 注 】
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方而寛於某方。引領望天、唯恐失之、故雄小筋、必獲駕。食之多、不亦宜乎。偲令後世廃推歩之法、則食之少猶古也。若夫当食市不食、当多食而少食、皆司歴之失也。唐宋以降乃以為人君之徳、不罪其官、而公然朝賀、可調欺君在天失。」(入紙表)離題「天日過不及元有両説。」「其一以一昼夜為準、則日行恰好市天過一度也。然是無以算日之右行。故唯日月皆左旋、無右転自行之説而後可用 也。」「其一以周天之度為準、則天行恰好市日行未及一度既為一昼夜失。其米及者即日之右行在日為進、故天左旋日月右行之説用之。」(入紙表)離題「両説各雄有理、而日月之右行寛不可易、則前説宜廃失。所調『天是恒星天市猶微有右行以成歳差』。故暦家別立宗動天而推之、亦不 可 易 者 。 」*以上は『天経或間』天巻「天行過一度」離題にも見える。(入紙裏)離題「陳普云、月一月一周天者 与日会言也。其実二十七日有奇而周天、又二日有奇始与日会。『詩伝』以為 二十九日有奇而周 、又遂及於日而与日会蓋未詳也。」Ma
離題「『書察伝』云『天緯地左旋常一日一周、而過一度、日麗天而少
遅、故日行一日亦鏡地一周而在天為不及一度。』是語周備、勝於『詩伝』。」「朱子云『如何見得天有三百六十五度、甚麿人去量来。只是天行得過処為度、天之所過便是日之所退。』」







































































































































報 告 一 九 〉 、
一九四七)
橋本増吉『支那古代暦法史研究』(東洋文庫、一九四三)内田正男『暦と時の事典!日本の暦法と時法』(雄山間、渡辺敏夫『日本の暦』(雄山問、
一九八六)
一九七六)
荒木俊馬『天文年代学講話
古代の時を決める話』(恒星社厚生間、
九
五一)
桜井邦朋『天文考古学入門』(講談社〈講談社現代新書〉、
一九八二)
えと
水上静夫『干支の漢字学』(大修館書庖、吉野裕子『十二支』(人文書院、一九九四)永田久『暦と占いの科学』(新潮社 八二)内田正男『暦のはなし十二ヶ月』(雄山間、二
OO
四 )
一九九九)
山口隆二『日本の時計』(日本評論社、斉藤田治『日本・中国・朝鮮古代 時刻制度|古天文学による検証』(雄
山 問 、
一九五
O )
一九九五)
橋本万平『日本の時刻制度』(塙書房、
OO
二 )
浦井祥子『江戸の時刻と時の鐘 (岩図書院、
OO
二 )
林美一『時代風俗考証事典』(河出書房新社、二
OO
二
(大阪府立工業高等専門学校助教授)
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